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言
●磯浜・大貫地区で学童保育が

はじまりました
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磯浜地区と大貫地区て

裔り裔U口

女
性
の
社
会
進
出
な
ど
で
、
働
く
お
母
さ

ん
が
多
く
な
っ
た
こ
と
や
、
核
家
族
化
が
進

み
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
孫

の
面
倒
を
見
る
家
庭
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

で
放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
宅
す
る
時
間

帯
に
保
護
者
不
在
の
い
わ
ゆ
る
「
か
ぎ
っ
子
」

が
増
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
況
を
ふ
ま
え
、

働
い
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
保
護
者
が
昼
間

家
庭
に
い
な
い
小
学
校
低
学
年
児
童
(

1

年

生
か
ら
3
年
生
）
を
放
課
後
や
学
校
休
業
日

（
土
曜
日
や
春
・
夏
・
冬
休
み
）
に
お
預
か

り
す
る
学
菫
保
育
を
従
来
の
祝
町
地
区
に
加

え
、
磯
浜
地
区
と
大
貫
地
区
で

7
月
1
5
日
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

磯
浜
地
区
で
は
、
磯
浜
小
学
校
、
大
貫
地

区
で
は
、
滝
口
保
育
園
で
実
施
し
、
平
日
は
放

課
後
か
ら
午
後
6
時
ま
で
、
学
校
休
業
日
は

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
6
時
ま
で
お
預
か

り
し
ま
す
。

健
康
管
理
、
安
全
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、

放
課
後
の
遊
び
を
通
し
て
、
自
主
性
・
社
会

性
・
創
造
性
な
ど
の
向
上
を
図
り
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

'99.8.9 広報おおあらい (2) 



学童保育に
期待します
磯浜小学校学童保育

父母会会長

小沼美江子

以前から待ち望んでいた学童保育が町長

さんをはじめ、様々な方のご尽力により7月

15日から始まることになりました。

思えば、近隣の市町村には学童保育があ

るのに、どうして大洗町には学童保育がな

いのだろうと思いつつ、子育てを始めてか

ら14年が過ぎてしまいました。

学童保育が始まり、 いざ協力をしようと

するとき、本当に子どもたちが楽しい時間

を過ごせるだろうか、喜んでくれるだろう

か心配でした。

しかし、開所式で指均員の方々とお会い

し、汗を流しながら満足そうに遊んでいる

子どもたちの様子を見ていたら、そんな不

安もどこかにいってしまいました。

これから子どもたちが放課後や長期の休

みなどを安心して過ごせることが何かと心

配の多い働くお母さんにとって何よりだと

思います。

私たち父母も指導員の方々と協力し合っ

て子どもたちのための学童保育をより良い

ものに出来るよう努力していきたいと思い

ます。

子どtたち0)籍fを
ちょっとO)~l ヽてみました

如j'

却3 ` 
町,.JO)そロ―

子と•もたち（さ、も⑦ (2 ・元気に渦2 していま窃。
歪節ことのイベント（臣のつ・-IL怒ひゃrJ')ス
っス）も予定しこいま窃。 ））{_ 

「ただいま」「おはよう」と

学童保育に来る子どもたちは

みんな素直で元気です。子どもたち

の目線で楽しい時間が過ごせる

ように努力していきたいと

童心に戻って子どもたちと

楽しく過ごすぞ！と気合いは十分ですが、

体力がついていくか心配です。安全で

楽しい学童保育を築いて

いきたいです。

田山恵子

学童保育9

た。これからは、のびのびと

しい学菫

いきた

今年4月に大洗町に引っ越し
てきました。町の子どもたちの

ため皆さんと共に協力して

がんばりたいと思います。

清宮房子 田
山

大好きな子どもたちと

たくさん笑ったり、がんばったり

しながらみんな仲良く毎日を

過ごしていきたいです。

和田泰子

(3) 広報おおあらい '99.8.9 
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大
洗
町
名
誉
町
民
石
井
藤
吉
郎
さ

ん
が
去
る
6
月
30
日
午
前
1
時
3
5
分
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
、
大
正
1
3
年
、
磯
浜
町

に
生
ま
れ
、
水
戸
商
高
か
ら
早
大
に
進

学
。
6
大
学
野
球
で
首
位
打
者
に
な
る

な
ど
活
躍
し
、
4
度
の
リ
ー
グ
優
勝
を

達
成
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
社
会
人
野
球
の
大
昭
和

製
紙
の
主
将
、

4
番
打
者
と
し
て
都
市

対
抗
野
球
に
優
勝
。
そ
の
後
、
水
戸
商

高
の
監
督
を
務
め
、
昭
和
3
5
年
に
甲
子

園
に
出
場
。
同
3
9
年
、
早
大
野
球
部
監

督
に
就
任
し
、

一
季
目
に
優
勝
、
同
4
8

亡
き
石
井
藤
吉
郎
さ
ん
の
葬
儀
、
告

別
式
が

7
月
6
曰
に
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
で
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

告
別
式

県
内
外
か
ら
三
千
人

が
最
後
の
別
れ

艶 仔，

大
洗
町
名
誉
町
民

E
E
4芦
一
晨
肖
芦
~
菩

年
ま
で
の
1
0
年
間
で
5
度
の
リ
ー
グ
優

勝
に
導
い
た
ほ
か
、
多
く
の
プ
ロ
野
球

選
手
を
育
て
る
な
ど
指
導
者
と
し
て
も

功
績
を
残
し
ま
し
た
。

世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
や
ア
ジ
ア

選
手
権
の
日
本
代
表
監
督
も
努
め
る
な

ど
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
界
の
発
展
に
尽
力

し
た
こ
と
で
、
平
成
7
年
7
月
に
野
球

殿
堂
入
り
し
た
ほ
か
、
同
年
11
月
に
嗅

民
栄
誉
賞
、
同
年
1
2
月
に
大
洗
町
名
忘
―
-=

町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

お
お
ら
か
で
温
か
か
っ
た
故
人
の
人

柄
を
物
語
る
よ
う
に
式
に
は
、
町
民
を

は
じ
め
公
職
関
係
者
、
野
球
、
早
稲
田

大
学
関
係
者
な
ど
約
3
千
人
が
参
列
し

ま
し
た
。

午
前
日
時
か
ら
始
ま
っ
た
式
に
は
、

小
谷
隆
亮
町
長
、
橋
本
昌
嗅
知
事
、
田

山
東
湖
県
議
、
片
岡
寛
光
早
大
野
球
部

長
が
故
人
の
思
い
出
、
業
績
を
称
え
た

弔
辞
を
述
べ
て
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
早
大
応
援
団
員
が
応
援
団

旗
を
掲
げ
る
中
、
「
都
の
西
北
」
の
歌

い
出
し
で
有
名
な
校
歌
を
参
列
者
全
員

で
合
唱
。
そ
の
足
跡
を
し
の
び
永
遠
の

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

►

弔
辞
を
述
べ
、
最
後
の
別
れ
を
す
る

小
谷
町
長

'99.8.9 広報おおあらい (4) 



夏本番、海水浴シーズンを迎えています。

7月中には、「クリーンアップ大洗」「大雨災

害に伴う海岸清掃」と2度にわたり多くの町民

の皆様に参加をいただきありがとうございま

した。

これまでにも、町民の皆様をはじめ、企業

や事業所、各種団体の方々によるボランティ

ア活動で、ごみの無いさわやかなまちづくり

が展開されています。

また、町内各所の花培には花が植えられ道

行く人々の目を楽しませています。

なぜ、このようなことを何度も取り上げな

ければならないのでしょうか。それは、一方

で美しいまちづくりに一生懸命に頑張って下

さっている大勢の方々がいる反面、こみの投 虞
げ捨てや、決められた日時等の）レールが守ら 隆

れすにいつもごみが出されている集積所など 二

により、まちのすがすがしさを欠くというこ 元
とが多く見られるからです。ごみの不法投棄は捨てる人のマナ

ー、良心の問題でもあります。

そこで、今回は道徳力について考えてみたいと思います。

文明国家になった我が国ですが、今日、国民の道徳力が衰微

し、あらゆる分野でモラルの喪失が起こっているように思いま

す。

著名な哲学者が 「人間の力の根源において道徳なくして力あ

る民族も個人もない。また、道徳力を根底にしなければ知識も

技能も体力も人間の真の力とはならない」と述べています。つ

まり、道徳とは単なる総体的な社会生活のルールではなく普遍

的価値である「道」を求め、そのフロセスで身に得た良きもの

が「徳」であり、高貴な人格や人間的魅力を発揮せしめるのが

「道徳」にほかならない。

いつの日かしっかりとしたモラルが確立され、負となる取

り組みに労力と経費を使うことなく、まさに、大いなるプラス

価値を創造するためのエネルギーにして行きたいものです。

〇

道
徳゚

大
洗
町
長

（
モ
ラ
ル
）

゜蠣境
監
視
員
新
た
に
8
名
を
委
嘱

25名
で

こ

み

不

法

投

棄

の

監
視
を
行
っ
て
い
ま
す

町
で
は
、
平
成
10
年

8
月
に
大
洗
町

廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
制
度
（
環
境

監
視
員
）
を
発
足
さ
せ
、

17
名
の
方
々

が
不
法
投
棄
の
監
視
を
行
っ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、
監
視
体
制
を
強
化
す
べ
く

本
年

7
月
1
日
付
け
で
、

8
名
の
方
を

新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
総
勢
25
名
で
、
不
法
監

視
を
行
う
ほ
か
、
発
生
時
の
町
へ
の
通

報
や
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
つ
い
て

の
住
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。

の
確
立
を

氏 名 町 内 監視区域

浅野伊和 束光台3 東光台地区

川俣兼次 明神町3の下 明神町地区

江口雄幸 明神町9 明神町地区

黒） 11 実 永町16-2 永町（バイパス通り）

小） 11 好男 桜道5 桜道地区

松山隆俊 富士見台 大貫（冨土見台周辺）

高須恒夫 荒谷 神山町周辺

杉山 啓司 古宿 古宿周辺

（
 

●
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
＂
＋
＾
洗

●
大
雨
災
害
に
伴
う
海
岸
漂
着
ご
み

撤
去
・
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
は
、
自
ら
の

手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
町
主
催

に
よ
る
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
11
大
洗
」

を
7
月
4
日
に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か
ら
町
内
の
各
種,

1
 

団

体

(

5

5

団

]

]

]

]

-

加
。
各
班
こ
と

C
E5ん
パ

に
分
か
れ
、
町

／

わ

内
主
要
道
路
や

ー
ー

1

L

1
已

一

』

●

大
洗
海
岸
、
大

r

――

洗
港
、
マ
リ
ン

タ
ワ
ー
周
辺
、

サ
ン
ビ
ー
チ
海

r
h

t
・
は

．
 

．
 

岸
、
大
貫
橋
周

ー

辺
、
夏
海
幹
線

道
路
周
辺
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶
等
の
こ
み
の
回
収
作
業
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

約
2
時
間
か
け
て
拾
い
集
め
ら
れ

た
こ
み
の
総
重
量
は
24
ト
ン
。
そ
の

内
ア
ル
ミ
ス
チ
ー
ル
缶
・
ビ
ン
類

合
わ
せ
約
3
9
0
kg
の
リ
サ
イ
ク
ル

‘、

資
源
こ
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
海
開
き
を
目
前
に
し
た
、

7
月
13
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、
那

珂
川
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
大
量
の
流

木
や
こ
み
が
海
岸
線
に
漂
着
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
み

量
は
約
3
、
O

0
0
ト
ン
。

町
で
は
、
早

JI
速

7
月
16
日
か

1
3業
者
に
委
託

4

し
重
機
に
よ
る

し
d9

-
]

"

7

 

月
20
日
に
は
、

打

紐

i

し
茫
[
汀
]
D
f

J
.

1

び
か
け
ボ
ラ
ン

4
、

7
0
0

ぅ

｀

[

が
参
加
し
、
大
規
模
な
清
掃
を
実
施

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
2
度
に
わ
た
る
海
岸
清

掃
に
よ
っ
て
、
き
れ
い
な
海
岸
を
取

り
戻
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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大
洗
の
夏
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
＿
つ
八
朔
祭
が
8
月
21日

（土）、

22
日
（
日
）
の
2
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

8
月
2
1
日
の
前
夜
祭
に
は
、
山
車
が
町
内
を
練
り
歩
き
、

22

日
に
は
荒
磯
神
輿
、
山
車
巡
行
、
磯
節
・
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
歩
行
者
天
国
（
曲
松
ー
大

貫
商
店
街
）
を
実
施
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
こ
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

I
 ＇ 

,5

う
／
＇，A

t
¥

r
,
t

廂

▼
二
基
の
山
車
を
巡
行
し
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト

ロ
ド
レ
ミ
フ
ァ
キ
ッ
ズ

口
町
民
吹
奏
楽
団

□大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

□大
ビ
ア
ホ
ー
ル

口
で
き
た
て
市

口
子
供
広
場

口
酒
蔵
寄
席

口
き
き
酒

口
曲
松
大
漁
焼
き

口
お
も
し
ろ
科
学
実
験
教
室

口
梅
干
し
と
ば
し

▼
歩
行
者
天
国
（
曲
松
、

通
町
、
永
町
、
髭
釜
、

店
街
）

15
時
か
ら
2
1
時
ま
で

金
沢
、

大
貫
商

▼
歩
行
者
天
国
（
曲
松
商
店
街
）

16
時
か
ら
2
1
時
ま
で

▼
イ
ベ
ン
ト

口
荒
磯
神
輿
、
渡
御

口
子
供
神
輿

口
磯
節
踊
り

・

サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド

口
荒
磯
太
鼓

口
磯
節
保
存
会
の
演
奏

口
町
民
吹
奏
楽
団
演
奏

ロ
ェ
ァ
ロ
ビ
ク
ス

口
壁
画
製
作

口
陶
芸

ロ
野
点

口
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

口
浴
衣
ハ
ン
タ
ー

□大
ビ
ア
ホ
ー
）

口
で
き
た
て
市

口
流
し
そ
う
め
ん

□大
道
芸

口
は
ま
ぐ
り
焼

口
塩
づ
く
り

口
手
打
そ
ば

口
か
る
め
焼

ロ
ス
モ
ー
ク
づ
く
り

□勝
手
に
の
ど
自
慢

ロ
ス
ト
ラ
イ
ク
ア
ウ
ト

□ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
ビ
レ
ッ
ジ

□カ
ラ
オ
ケ
大
会

ロ
フ
ァ
ー
フ
ァ
ー

□大
声
コ
ン
テ
ス
ト

口
氷
の
彫
刻

□ミ
ニ
動
物
園

ロ
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

ロ
ベ
っ
こ
う
飴

□そ
の
他
各
種
ゲ
ー
ム

問
合
せ
／
大
洗
町
商
工
会

6

(2

6

6
)
ー

7
l
l

鴨志田とよさん

民
生
委
員

．
児
童
委
員
と
し
て
地
域
社
会

福
祉
の
増
進
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り
川
崎

紀
子
さ
ん
（
永
町
11
区）

と
鴨
志
田
と
よ
さ

ん
（
新
町
2
区
の
1

)

が
厚
生
大
臣
か
ら
特

別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
12月
1
日
に
就

任
以
来
、
平
成
lO
年
11
月
30
日
に
退
任
す
る

ま
で
の
21
年
間
、
ま
た
、
鴨
志
田
さ
ん
は
昭

和
58
年
1
2
月
1
日
に
就
任
以
来
、
平
成
10
年

1
1
月
3
0
日
に
退
任
す
る
ま
で
の
15
年
間
、
民

生
委
員

・
児
童
委
員
と
し
て
こ
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。 厚

生
大
臣
特
別
表
彰

川
崎
紀
子
さ
ん

鴨
志
田
と
よ
さ
ん

'99.8.9 広報おおあらい (6) 



平成12年4月から Vol.5 

Q 要介護認定で何が決まるのですか？
コンピューターによる1次判定、介護認定審査会による2次判定を経て、6段階の要介護度が認定され、必要なサー

ビスの給付額が決まります。

介護に必要な時間 （要介護認定等基準時間）が1日に30分以上の場合を要介護度1と認定します。その後は、段

階的に要介護認定等基準時間が20分増えるごとに要介護度が上がっていくことになります。詳しくは、次の表のよう

になっています。

《在宅介護サービス》

要介護度 要介護認定等基準時間 身体状況 サーピス利用可能金額

要支援 1日25分以上、又は家事援助・ 日常生活能力は基本的にあるが、入浴などに一部介助が
6万円程度

（虚弱） リハビリなどで10分以上 必要

要介護度1
1日30分以上50分未満

立上りや歩行が不安定。排せつ、入浴などに一部介助が
17万円程度

（軽度） 必要

要介護度2
1日50分以上70分未満

起上がりが自力では困難。排せつ、入浴などで一部または
20万円程度

（中度） 全体の介助が必要

要介護度3
1日70分以上90分未満

起上がり、寝返りが自力ではできない。排せつ、入浴、衣服
26万円程度

（重度） の箔脱などで全体の介助が必要

要介護度4
1日90分以上110分未満

排せつ、入浴、衣服の慈脱など多くの行為で全面的介助が
31万円程度

（最重度） 必要

要介護度5
1日110分以上 生活全般について全面介助か必要 35万円程度

（過琵な介護を要する状態）

※利用可能金額は、厚生省の試算ですので、今後変わることが考えられます。

※この要介護認定等基準時間は、認定のための「ものさし」 で、実際に家で介護している時間とは異なります。

ひと月のサービス利用可能金額については表のようになっていますが、この金額は介護保険で受けられるサービ

スの上限額です。介護保険から支給される額は、この利用枠の中で実際に必要となった額の9割です。残りの1割が

自己負担する額となります。

《施設サービス》

三：：笈I：：三：：：三口：口:::::1:：：め1入p/i
※要支援と認定された人は、施設サーピスは受けられません。

※施設サービスの場合は、費用の1割と、食事代（定額）の自己負担があります。

利用可能金額

平均で31.5万円程度(5段階）

平均で33.9万円程度(5段階）

平均で46.1万円程度(5段階）

Q 認定には有効期間があるのですか？

（
 

‘、

□三
言 賃］

有効期間は原則6ヵ月ですが、介護認定審査会が必要と認めた場合には、

要介護の状態に応じて3ヵ月以上1年以内の範囲で有効期間の短縮や延長

をすることができます。

①短縮 • • •6 ヵ月の有効期間内で、かかりつけ医 （主治医） の意見書等により、

状態の変化が見込まれる可能性が高い場合に、たとえば3ヵ月に短縮されます。

②延長・・・イ可回目かの更新認定であり、施設入所等で状態が安定している（状

態の変化が見込めない）場合に、たとえば1年に延長されます。

有効期間内でも、心身状態が悪化したり重度化した場合は区分の変更を

求めることができます。

また、有効期間を過ぎても同様の要介護状態にあると見込まれる場合、認

定の更新を申請できます。

一方、市町村は、被保険者の介護の必要度が低下した場合、もしくは、必

要な調査などに従わない時は、認定を取り消すことができることになっています。

(7) 広報おおあらい '99.8.9 



七
夕
の
夢
は
た
め
き
し
固
児
の
字

夏
海
大
貫
千
代
子

〔
評
〕
保
育
所
か
幼
稚
園
か
、
七
夕
祭

の
竹
飾
り
が
涼
風
に
は
た
め
い
て
い

る
。
そ
の
竹
笹
に
｀
う
ち
ゅ
う
ひ
こ
う

し
と
か
、
か
ん
ご
ふ
さ
ん
と
か
、
園
児

の
未
来
の
夢
を
園
児
自
身
の
字
で
記
し

た
七
色
の
紙
短
冊
が
｀
願
い
の
糸
で
結

わ
え
付
け
ら
れ
、
ハ
タ
ハ
タ
と
快
い
音

を
風
に
乗
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
行
に
遅
れ
が
ち
な
る
白
日
傘

髭
釜
川
崎
京
子

〔
評
〕
夏
帽
子
を
被
っ
た
り
日
傘
を
さ

し
た
り
し
た

一
団
の
人
む
れ
が
、
日
盛

り
の
野
路
を
歩
い
て
い
る
。
中
に
殊
に

目
に
立
つ
純
白
の
日
傘
が

―
つ
、
ど
う

し
て
も

一
行
か
ら
遅
れ
て
し
ま
う
の

だ
。
こ
の
人
、
道
辺
の
夏
草
か
、
夏
の

虫
等
に
興
味
が
あ
っ
て
つ
い
つ
い

一
人

歩
き
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

吹
く
風
の
ま
ま
に
青
田
の
濃
く
淡
＜

金
沢
猿
田
俊
子

〔
評
〕
草
丈
を
伸
ば
し
て
す
っ
か
り
青

田
の
風
情
と
な
っ
た
田
面
を
、
吹
き
分

け
る
よ
う
に
風
が
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
。

そ
の
時
青
田
は
風
の
強
弱
、
方
向
に
依

っ
て
或
い
は
濃
い
青
に
、
時
に
は
淡
い

色
に
と
靡
き
分
け
て
見
せ
る
の
で
あ

薫
風
を
入
れ
て
酢
を
う
つ
五
目
飯

桜
道
上
野
君
枝

る。

●
使
篠
亀
泉
進

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

悠
々
と
角
を
伸
ば
せ
し
蝸
牛

新
町
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
こ
と
を

蝸
牛
の
歩
み
と
称
す
る
よ
う
に
か
た
っ

む
り
の
動
作
は
諸
事
緩
慢
だ
。
伸
ば
し

た
角
の
上
に
目
を
出
し
て

一
応
辺
り
を

警
戒
し
て
か
ら
、
又
ゆ
る
ゆ
る
と
這
い

出
す
の
で
あ
る
。

表
札
は
古
り
て
バ
ラ
の
香
匂
ふ
家

髭
釜
稲
田
富
穂

〔
評
〕
風
雨
に
隈
さ
れ
て
墨
痕
も
定
か

で
な
く
な
っ
た
表
札
。
そ
ん
な
古
表
札

の
名
前
を
確
め
て
案
内
を
乞
う
て
い
る

と
、
奥
庭
の
方
か
ら
バ
ラ
の
香
り
が
漂

っ
て
き
て
鼻
を
撲
っ
た
の
で
あ
る
。
明

治
の
文
豪
が
住
ん
で
い
そ
う
な
家
。

人
影
の
揺
れ
て
新
樹
の
影
ゆ
れ
て

桜
道
真
田
静
子

〔
評
〕
青
葉
若
葉
の
木
々
に
風
が
吹
き

渡
っ
て
木
漏
れ
日
が
遊
歩
道
に
揺
れ
てふ

い
る
。
散
歩
す
る
人
の
肩
に
も
日
の
斑

が
招
れ
て
、
人
と
木
々
が

一
緒
に
ゆ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

外
出
す
梅
雨
の
晴
間
を
願
ひ
つ
つ

東

光

台

片

岡

唯

七
夕
や
願
ひ
こ
も
こ
も
笹
の
枝

祝
町
今
川
う
め

落
し
た
る
梅
を
拾
ひ
て
香
る
籠

祝

町

今

川

晟

は
ま
な
す

攻
塊
や
椅
子
こ
と
こ
と
く
海
に
向
き

新
町
酒
井
省

く

ち

な

し

枕
辺
に
山
梧
子
の
香
を
お
い
て
臥
す

角

一

前
原
青
嵐

帰
宅
ま
で
月
下
美
人
の
香
を
願
ふ

東
光
台
大
川
た
か

川
風
の
青
芦
原
を
ゆ
す
り
ゆ
く

新
町
加
藤
宗

．？ 

南
天
の
花
散
り
こ
ぼ
れ
雨
意
深
し

明
神
町
小
松
崎
美
代

よ
も
や
ま
ば
な
し

干
拓
の
四
方
山
話
芦
茂
る

永
町
浅
見
三
千
子

あ
り
な
し
の
風
に
ひ
ら
／
＼
竹
落
葉

蔵
前
田
山
佳
風

大
好
き
な
花
の
一
っ
や
雪
の
下

東
光
台
田
中
勝
枝

〔
評
〕
開
け
放
っ
た
お
勝
手
の
窓
か
ら

吹
き
入
る
匂
う
よ
う
な
青
葉
風
を
、
炊

き
た
て
の
ご
飯
に
更
に
団
扇
で
煽
ぎ
入

れ
な
が
ら
酢
を
う
っ
て
い
る
。
五
目
飯

の
下
招
ら
え
で
あ
る
。
風
の
董
り
、
酢

の
匂
い
、
さ
だ
め
し
美
味
し
い
五
目
飯

が
出
来
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

彗
園

年長組共同制作「スイカふうりん」

ナ・=

ー

9
1 ｀ 

ほく――
,0
匡
ー
示
ク

(

L

l

l

o

u

2

．
＿
考
―フ
リ
ー

ヽ

／
）

ひ
じ
り
保
育
園
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「翡翠」 オー ト

小松崎弘

► カワセミが獲物を捕らえた瞬間をうまく撮

ることができました。

300mm 

「くま」

F5.6 

オート

小松崎 さと江

► ぬいぐるみの「くま」にポー ズをつけて屋外の自然

光の中で撮影してみました。

35~300mm F5.6 

フ
F
rE
E
n
glF
a

....仁武館斉藤館長とメダルと賓状を手に

g

茨
城
県
中
学
空
手
道
選
手
権
大
会

W
小
沼
和
樹
選
手

石
井
却

小
沼
和
樹
選
手

（
南
中
学

形
の
部
（
学
年
別
）
優
勝

（
総
合
）
優
勝

全
国
大
会
出
場
決
定

父
の
勧
め
に
よ
り
、
仁
武
館
で
小

学
2
年
生
か
ら
空
手
を
始
め
、
週
に

3
日
の
練
習
を
積
ん
で
い
る
。
現
在

初
段
。
高
校
で
も
空
手
を
続
け
て
全

国
大
会
で
優
勝
し
た
い
と
の
こ
と
。

【
全
国
大
会
へ
の
出
場
の
抱
負
】

「
と
て
も
う
れ
し
い
、
両
親
も
応
援

に
来
て
く
れ
る
の
で
、
が
ん
ば
り
た

い。
」

郁
選
手

（第

一
中
学
校
ー
年）

形
の
部
（
学
年
別
）
優
勝

組
手
の
部
（
学
年
別
）
準
優
勝

弟
が
習
っ
て
い
た
影
響
で
、

仁
武

館
で
小
学
3
年
生
か
ら
空
手
を
始

め
、
部
活
動
と
の
関
係
で
練
習
は
週

に
1
、
2
回
。
現
在
初
段
。
中
学
校

ま
で
は
、
部
活
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

と
の
両
立
を
目
指
し
た
い
と
の
こ

と
。

石
井

優
勝
！

(9) 広報おおあらい '99.8.9 
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三

で
友
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祖

匁

を

手

好きなもの」など心のこもった手紙を須崎市にあ

る3つの小学校に送りました。

これからも、大洗町と須崎市の子どもたちとの

海を越えた交流が深まっていくことと思います。
.6.6年生はバソコンを使って手紙をかきました

‘、

▲ダミー人形を使った心臓マッサージみなさん真剣です

水寵事訊CD
「いざJIこ偏えて
7月14日と 19日、海水浴場と町営

プールの監視員が参加し、消防本部の

教養訓練室で基礎救命講習会が行われ

ました。

日頃、救命活動に活躍している消防

署職員から救命の心がまえを聞いた

後、ダミ一人形を使った人工呼吸や心

臓マッサージ等、溺れた場合の対処法

を体験しました。

参加した監視員は「いざというとき

のため、この講習会は大変ためになっ

た」と感想を語っていました。

'99.8.9 広報おおあらい (l 0) 



.....リズムを合わせて練習Jヽ練習 p

いっしょにつくる
料1用とふれあい
夏休みは子どもたちが料理づくりに親しむ良い

機会ということで、 7月28日にゆっくら健康館栄

養指導室において、ファミリークッキング教室

（第1回）がおこなわれました。

子どもたちは、なれた手つき、ぎこちない手つ

き様々にお母さんと力を合わせて、スパゲッティ

ーミートソース ・プリン ・サラダの3品を作り上げ

ました。試食では、「みんなで作るとおいしいね」

と皆さん、満足げでした。

▲多くの見学者が訪れた一般公開

(l l) 広報おおあらい '99.8.9 

夏まつり
本番に向けて
八朔祭で元気いっぱいのお囃子を披露するた

め、子どもたちが大洗荒磯太鼓保存会のメンバ

ーの皆さんから指導をうけ、 一所懸命練習に励

んでいます。

指導している保存会のメンバーは「一人ひと

りが祭りを楽しみたい、町の誇る伝統と文化で

ある八朔祭を盛り上げたいという気持ちをもっ

て練習しています。」と話していました。

お祭当日にはがんばる子どもたちの山車巡

行を応援してください。

海の旬間に
感動の瞬間

海の旬間の7月20日、大洗港第4埠頭に海上

自衛隊の護衛艦「てしお」が入港しました。

20日、 21日には体験航海、 21日には一般

公開が行われ、乗船した皆さんは、 護衛艦の大

きさや装備に感いしていました。

また、「てしお」の入港に併せてイベン トバ

ースにおいて大洗町商工会、グリーンふるさと

振興機構による物産品の販売などのイベントが

開催されました。



大
洗
町
＿
＿
三
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
（
働
き
た
い
人
）
募
集

臨
時
的
、
短
期
的
に
、
長
年
培
っ
た

知
識
、
技
術
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
大
洗
町
内
に
在
住
の
概
ね
6
0
歳

以
上
で
、

働
く
意
欲
の
あ
る
健

康
な
方
で
、
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
登
録
し
た
い
方

職
種
／

①

技
術
指
導
（
講
師
、
翻
訳
通
訳
、

家
庭
教
師
、
経
理
事
務
、
園
芸
指
導
等
）

②
技
能
労
力
（
大
工
修
繕
、
機
械
修
理
、

‘ = • 
9'A 9 

＇s打租諷叩ヤ上”国lIII

（
 

初
め
て
の
方
や
「
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら

な
い
」
と
こ
ろ
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
直
接
指
導
い
た
し
ま
す
。

日
程
／
初
級
コ
ー
ス
8
月
2
6
日

午
前
l
O
時

1
午
後
3
時

中
級
以
上
コ
ー
ス
8
月
2
7
日

午
前
l
O
時

1
午
後
3
時

※
2
日
間
続
け
て
参
加
で
き
ま
す

場
所
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

対
象
／
町
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い

る
方
で
高
校
生
以
上

中
央
公
民
館
講
座

ワ
ー
プ
ロ
教
室
受
講
生
募
集

ふ
す
ま
張
り
、
塗
装
、
植
木
手
入
れ
、

和
洋
裁
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
フ
ロ
等）

③
事
務
（
一
般
事
務
、
宛
名
書
き
、
賞

状
書
き、

伝
票
整
理
、
書
類
清
書
等
）

④
管
理
（
公
民
館
、
公
園
、
駐
車
場
、

駐
輪
場
等
）

⑤
サ
ー
ビ
ス
（
留
守
番
、
観
光
ガ
イ
ド
、

受
付
業
務
等
）

⑥
軽
作
業
（
清
掃
、
草
刈
り
除
草
、
包

装、

コ
ミ
処
理
等
）

配
分
金

（賃
金
）
／
仕
事
の
内
容
実
績

に
よ
り
配
分
金
基
準
表
で
決
定
。

会
費
／
正
会
員
は
、
年
会
費
千
五
百
円

（
予
定
）

申
込
み
／
入
会
申
込
書
（
福
祉
課
に
用

意
）
に
よ
り
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
※
登
録
制
と
な
り
ま

す
。
得
意
の
分
野
の
仕
事
を
登

録
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
ー
5
3
)

バ
イ
バ
イ
サ
マ
—

＊
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
＊

無
料
コ
ン
サ
ー
ト

申
込
み
／
8
月
9
日
1
8
月
1
9
日
（
土

日
を
除
く
）
ま
で
に
受
講
料
(

1

、

0
0
0
円
）
を
添
え
て
公
民
館
へ

定
員
／
各
コ
ー
ス
1
5
名
（
先
着
順
）

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

日
時
／
8
月
2
9
日
（
日
）
午
後
6
時

1

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場

出
演
／
大
洗
町
民
吹
奏
楽
団

大
洗
荒
磯
太
鼓
保
存
会

コ
ー
ル
さ
ざ
な
み

（
女
声
コ
ー
ラ
ス
）

大
洗
少
年
少
女
吹
奏
楽
団

「
ド
レ
ミ
フ
ァ
キ
ッ
ズ
」

大
洗
お
話
の
会

「
松
ぼ
っ
く
り
」

問
合
せ
／
藤
本
弘
幸

6

(
2
6
7
)
4
6
9
4
 

大
山
吐
志

6

(
2
6
7
)
2
0
6
9
 

（
 「

朝
の
い
き
い
き
会
」

会
員
募
集
！

ー
早
起
き
に
三
文
の
得
あ
り
ー

ゆ
っ
く
ら
健
展
館
で
行
わ
れ
る
朝

の
い
き
い
き
体
操
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

い
き
い
き
体
操
は
、
の
ば
す

・
ま

げ
る
・
ま
わ
す
の
3
つ
の
運
動
を
郷

土
の
歌
「
大
洗
音
頭
」
に
の
せ
て
、

無
理
な
く
体
が
ほ
ぐ
せ、

朝
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
準
備
体
操
な
ど
に
も
最

適
で
す
。

日
時
／
9
月
1
1
0
月
の
毎
日

朝
7
時
と

7
時
3
0
分
か
ら

の
2
回

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

西
側
駐
車
場

※
雨
天
時
は
、
屋
根
の
あ
る
プ
ー
ル

下
の
駐
車
場
で
行
い
ま
す
。

対
象
者
／
町
内
居
住
者
及
び
勤
務
者

（
子
供
か
ら
高
年
者
ま
で
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

こ
ん
な
特
典
が
あ
り
ま
す

①
会
員
カ
ー
ド
に
1
5
回
参
加
印
が
押

さ
れ
る
と
、
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の

入
場
券
が
も
ら
え
ま
す
。

②
皆
勤
賞
の
方
に
は
、
い
き
い
き
体

操
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
贈
呈

い
た
し
ま
す
。

③
毎
週
日
曜
日
は
、
健
康
が
ゆ
を
用

意
し
ま
す
。

申
込
み
／
8
月
2
日
か
ら
8
月
2
5
日

（土

・
日
曜
を
除
く
）

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」
健
康

増
進
係
で
受
付
ま
す
。

（先
着
2
0
0
名）

問
合
せ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
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水戸地方広域市町村圏協議会

第9回笠間のまつり 遥
8月 16日 （月） 1830~2100

盆 踊り 亀ケ橋北児童公園

（笠間ショッピンクセンター隣）

灯 籠 流し 大池公園

（笠閻ショッピンクセンター隣）

8月 21日 （土） 1830~2130 

笠間稲荷神社周辺

ねぶたパレード 神 輿 パレード

ねぶた7基（青森県黒石市2基

6基が通りを練り歩きます。

問合せ 笠間のまつり実行委員会事務局

笠間市役所企画課・商工観光課

乞 0286-72-l l l l 

笠間市商工会 fl0286-72-0844 

笠間市5基）神輿

'99いばらきまつり

｀ 日時

場所

8月 22日（日） 10:00~21:00 

（雨天時は花火のみ23日に延期）

茨城町総合福祉センター

ゅうゆう館前広場

キャラクター ショ ー 、

山車、神輿盆踊り、

問合せ 茨城町商工観光課

合 292-l l l l （内線127)

内容 郷土芸能発表

花火

本

年

9
月

か

ら

1
月

ま

で

の

3
ヶ

月

間

に

わ

た

り

、

平

成

1
年

全

国

消

費

実

態

調

査

が

全

国

規

模

で

実

施

さ

れ

ま

す

。

こ

の

調

査

は

、

全

国

の

す

べ

て

の

世

帯

か

ら

抽

出

さ

れ

た

、

2
人

以

上

の

世

帯

員

か

ら

な

る

一

般

世

帯

と

単

身

世

帯

に

お

い

て

、

主

に

家

計

簿

を

付

け

て

い

た

だ

く

調

査

で

す

。

こ

の

調

査

は

、

家

計

の

実

態

を

所

得

、

平
成
11年
全
国
消
費

実
態
調
査
の
お
知
ら
せ

消

費

、

資

産

の

3
面

か

ら

バ

ラ

ン

ス

よ

く

、

総

合

的

に

と

ら

え

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

実

施

さ

れ

る

も

の

で

す

。

こ

の

調

査

の

結

果

は

、

国

や

地

方

公

共

団

体

が

行

う

各

種

社

会

・

経

済

施

策

な

ど

の

企

画

・
立

案

の

際

の

基

礎

資

料

と

し

て

責

重

な

テ

ー

タ

と

な

り

ま

す

。

調

査

員

が

8
月

中

・

下

旬

（

単

身

世

帯

は

9
月

中

・

下

旬

）

に

皆

様

の

お

宅

ヘ

伺

い

ま

す

の

で

、

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

な

お

、

調

査

さ

れ

た

事

柄

は

、

統

計

以

外

の

目

的

に

使

用

す

る

こ

と

は

、

法

律

で

固

く

禁

じ

ら

れ

て

い

ま

す

の

で

、

あ

り

の

ま

ま

を

ご

記

入

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

間

合

せ

／

企

画

課

企

画

調

整

係（

内

線

2
2
4
)

国

民

年

金

の

保

険

料

は

、

毎

月

末

日

が

納

期

で

す

。

保

険

料

を

未

納

の

ま

ま

に

し

て

お

く

と

、

障

害

基

礎

年

金

（

ケ

ガ

や

病

気

な

ど

で

障

害

者

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

き

に

支

給

）

や

、

遺

族

基

礎

年

金

（

夫

が

亡

く

な

っ

た

と

き

、

子

供

の

い

る

妻

に

支

給

）

の

支

給

条

件

を

満

た

せ

す

、

こ

れ

ら

の

年

金

を

請

求

で

き

な

く

な

る

恐

れ

も

あ

り

ま

す

の

で

、

忘

れ

す

納

期

限

内

に

納

め

ま

し

ょ

う

。

つ

い

う

っ

か

り

と

い

う

方

や

、

忙

し

く

て

と

い

う

方

に

は

保

険

料

の

口

座

振

替

を

お

す

す

め

し

ま

す

。

一

度

申

し

込

み

を

す

れ

ば

、

町

内

の

金

融

機

関

（

郵

便

局

を

除

く

）

の

指

定

口

座

か

ら

毎

月

自

動

的

に

保

険

料

が

振

替

納

付

さ

れ

ま

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月

忘
れ
す
納
め
ま
し
ょ
う

す

。
ま

た

、

経

済

的

に

ど

う

し

て

も

保

険

料

が

納

め

ら

れ

な

い

場

合

に

は

、

免

除

制

度

も

あ

り

ま

す

の

で

、

ご

相

談

下

さ

¥
o
 

し問合
せ

／

住

民

課

国

民

年

金

係

（

内

線

l
l
4
)

▼

大

型

暖

房

器

具

（

オ

イ

ル

ヒ

ー

タ

ー

）

2
台

(
5
6
7、

0
0
0円
相

当

）

一
中

備

品

と

し

て

第

一

中

学

校

平

成

10年
度

卒

業

生

一

同

T
町

営

公

園

墓

地

鮫

口

墓

地

内

柵

一

式

町

営

墓

地

墓

参

者

危

険

防

止

の

た

め

天

台

宗

西

福

寺

住

職

志

鳥

融

光

▼

一

金

l
o
2、

6
0
0円

教

育

振

興

基

金

と

し

て

(
4
/
19受
入

）

磯
浜
町
6
8
8
1
番

地

（

故

）

石

井

藤

吉

郎

▼

テ

ン

ト

2
張

(
2
6
2、

5
0
0円
相

当

）

南

中

備

品

と

し

て

南

中

学

校

平

成

lD年
度

卒

業

生

一

同

T
一
金

ー

、

0
0
0、

0
0
0円

社

会

福

祉

事

業

の

一

部

と

し

て

水

戸

市

柳

町

一

丁

目

13番

20号

加

藤

馨

（

ケ

ー

ズ

デ

ン

キ

名

誉

会

長

）

▼

炭

化

花

器

壺

（

羽

石

修

二

作

・

ー

5
0、

0
0
0円
相

当

）

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー新

築

記

念

と

し

て

常

陽

銀

行

頭

取

西

野

虎

之

助

▼

砂

場

遊

具

セ

ッ

ト

(
1
6、

8
0
0円
相

当

）

夏

海

幼

稚

園

備

品

と

し

て

夏

海

幼

稚

園

平

成

10年
度

卒

園

児

一
同

▼

掛

時

計

(
2
0、

0
0
0円
相

当

）

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー新

築

記

念

と

し

て

（

株

）

潮

来

ハ

ッ

コ

ウ

代

表

取

締

役

堀

井

信

孝

▼

観

音

竹

一
鉢

(
8
0、

0
0
0円
相

当

）

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

新

築

記

念

と

し

て

大

貫

町

40
|
3

小

松

崎

喜

代

一

▼

ス

リ

ッ

パ

ー

0
0足

(
3
0
、

0
0
0円
相

当

）

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

新

築

記

念

と

し

て

東

光

台

lO
|
6
大

川

院

市

▼
雑
巾

l
o
o枚
香

り

袋

35袋

(l
o、

0
0
0円
相

当

）

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー

新

築

記

念

と

し

て

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ふ

る

さ

と

代

表

者

澤

畠

道

子

▼

デ

ジ

タ

ル

体

前

屈

測

定

器

＿

式

(1
8
、

0
0
0円
相

当

）

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー新

築

記

念

と

し

て

竹

井

機

器

工

業

東

日

本

販

売

（

株

）

代

表

取

締

役

竹

井

顕

一

郎

▼

和

室

用

イ

ス

10脚

(
6
0
、

0
0
0円
相

当

）

健

康

福

祉

セ

ン

タ

ー新

築

記

念

と

し

て

代

表

笹

目

夏

樹

笹

目

家

具

店

(13) 広報おおあらい '99.8.9 



検診日程及び会場

（
 

月日 会 場 時 間

9月1日 神山集落センター 午前930~1130 

（水） 大貫集会所 午後l30~3 30 

9月2日
健康福祉センター

午前930~1130 
（木） 午後130~3 30 

9月3日 上宿集会所（夏海） 午前930~ll 30 

（金） 寺釜堀川集会所 午後l30~3 30 

9月5日
健康福祉センター

午前930~ll 30 

（日） 午後l30~ 3 30 

9月（火7）日
松川集落センター 午前930~l l 30 

角ー集会所 午後l30~ 3 30 

9月14日
大洗町漁業協同組合

午前930~l l 30 

（火） 午後l30~ 3 30 

9月（木16）日 健康福祉センター
午前930~11 30 

午後l30~ 3 30 

9月17日
堀割集会所 （永町）

午前930~ll 30 

（金） 午後l30~ 3 30 

9月27日 新町会館 午前930~ll 30 

（火） 松ヶ丘住宅集会所 午後l30~ 3 30 

9月22日
東光台集会所

午前930~ll 30 

（水） 午後l30~ 3 30 

老
人
保
健
法
及
び
結
核
予
防
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
健
康
診
断
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

今
年
は
、
検
診
の
さ
ら
な
る
充
実
の

た
め
、
検
査
項
目
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
健
康
管
理
の

た
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

〔基
本
健
康
診
査
〕

4
0
歳
以
上
の
方
／
身
体
計
測

．
血
圧
測

定

尿

検

査

．
血

液

検

査

眼

底

検

査
・

心
電
図
検
査

•

前
立
腺
検
診

(
6
0

歳
以
上
の
男
性
の
み
）

〔結
核
健
康
診
断
〕

平
成
1
年
以
降
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

平
成
11
年
度
基
本
健

診
・
結
核
・
肺
ガ
ン

検
診
・
成
人
病
健
診

実
施
の
お
知
ら
せ

査
を
受
け
て
い
な
い
満
1
5
歳
以
上
の
方

（
学
校
在
学
中
及
び
職
場
で
実
施
さ
れ

て
い
る
方
・
結
核
患
者
＇
妊
娠
中
の
方

は
除
く
）

／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

〔
肺
が
ん
検
診〕

4
0
歳
以
上
の
方
／
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査

＇
喀
痰
細
胞
検
査

〔成
人
病
健
康
診
査〕

18
1
3
9
歳
の
方
／
身
体
計
測
血
圧
測

定

・
尿
検
査

・
血
液
検
査
心
電
図
検

査【注
意
事
項】

①
検
診
の
際
は
郵
送
さ
れ
た
受
診
券
を

必
す
ご
持
参
下
さ
い
。

②
該
当
者
で
、
通
知
が
も
れ
て
い
た
方

は
、
当
日
会
場
受
付
へ
申
し
出
て
下

さ
い
。
(

5

月
9
日
総
合
健
診
を
受

診
さ
れ
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

4
0
歳
以
上
の
方
は
、
健
康
手
帳
を
こ

持
参
下
さ
い
。
（
交
付
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
当
旦
父
付
い
た
し
ま
す
）

③
当
日
は
、
金
属
や
ボ
タ
ン
の
付
い
た

■休
館
日

8
月
1
6
日
（
月
）

.
3
0
日
（
月
）

9
月
6
日

（月
）

13日

（月）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼

午
後
4
時
3
0
分
※
夏
休
み
期
間

は
午
後
5
時
3
0
分
ま
で

■貸
出
期
間

2
週
間

（l
人
3
冊
）

23日

（月）

‘、 い
よ
よ
華
や
ぐ

瀬
戸
内

寂

聴

著

小
さ
な
小
さ
な
特
別
展

金
子
み
す
ゞ
展
8
/
1
ー

服
装
は
さ
け
て
下
さ
い
。

④
検
診
料
金
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
 

金
子
み
す
ゞ
の
童
謡
は
、
小
さ
い
も

の
、
無
名
な
も
の
、
す
べ
て
の
も
の
に

対
す
る
祈
り
の
歌
で
す
。

小
学
館

人
間
が
現
れ
る
前
の
自
然
の
輝

き
を
動
物
た
ち
は
覚
え
て
い
ま

す
。
人
間
た
ち
は
、
大
切
な
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

全
世
界
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
地
球

を
考
え
る
絵
本
。

新
潮
社

年
々
に
わ
が
悲
し
み
深
く
し
て

い
よ
よ
華
や
ぐ
命
な
り
け
り

岡
本
か
の
子

岡
本
か
の
子
歌
そ
の
ま
ま
に
女

た
ち
の
「
生
命
」
に
溢
れ
た
長
編

小
説
。 シ

ム

・
シ
メ
ー
ル

絵
・
文

小
梨

直

訳

R

書

紹

介

母
な
る
地
球
の
た
め
に

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

月日躍 催事内容 開始躙 開催響i燻方法

27 金運転免許更新時講習会 9・00~ 大会巖室 関係者
8 

大会巖室29 日会沢書道教呈 9・00~ 関係者

， ] 2 日民謡認定試験 g・oo~ 大会巖室 関係者

] 5 水平成ll年霞敬老会 g・oo~ ホー）しl関係者

町・県民税（第2期）

国民健康保険（第3期）

国民年金 (8月分）

納期は

8月31日迄です。

'99.8.9 広報おおあらい (74) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付時間

17 火
機能回復訓練 障害をもった方で機能』Ii練が必要な方 .9・00~11.00 

ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9:00~11:00 

20 金 機能回復訓練 樟害をもった方で機能調練が必要な方 9:00~11.00 

24 火
機能回復訓練 樟害をもった方で機能調練が必要な方 9:00~1100 

ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9:00~1100 

8 25 水 1歳6ヵ月児健診 満1歳6ヵ月に達した幼児 13:00~1345 

26 木
国保相談 老）＼医療受給者証新規交付者 9:00~11.30 

乳児健診 生生後後36カカ月月～～47カカ月［）のの乳乳児児 13 00~13:45 

27 金 機能回復訓練 1誼（内害科を医もっ診た咲方指で祁機）能訓紬が必要な方 900~11:00 

31 火
機能回復訓練 障害をもった方で横能訓練が必要な方 9・00~11:00 

ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9・00~11:00 

1水 ツベルクリン反応検介 生後3ヵ月～48ヵ月未満の乳幼児 13.00~13.45 

3 金
機能回復訓紬 枠害をもった方で機能訓練が必要な）i 9:00~11:00 

BCG接種 ッペルクリン反応検査で陰性1J)者 1300~13.45 

6月
-il支f』}贔41闊炎 一般住民 930~llOO 

母子オII談 母栽及び乳幼児 930~llOO 

7 火
ふれあい広JJ）i 乳幼児を持つ栽子 900~llOO ， 
機能1111復訓紬 ば{JI貯、11を：Iもii.っ法た1：）指iでi/1l:l)能JII糾！が必災な）j 13 00~1500 

8水 三種況合接種 生後3カ）!~90カ）lボ憐の乳幼見 1300~1345 

9 木 3歳児健診 満3歳に達した幼児 1300~1345 

10 金 機能回復訓練 符界をもった）jで機能訓練が必要な方 9・00~11:00 

14 火
機能回復訓練 悶府をもった）iで機能訊1綽が必要な方 900~llOO 

ふれあい広場 浮し幼児を持つ親子 900~11.00 

16 木 淵乳食教室 生後3カ）]~12ヵfM)乳幼児及びl:}親 1045~llOO 

アイドIL!

おがわ まい

小川 真依ちゃ ん

（松ケ丘l区 l歳l力月）

●父裕之

●母幸子

わが家の天使はおてんば娘｀

これからも元気に育ってね l

やなぎだ けんたろう

柳田健太郎くん
（能釜9区 l歳3カ月）

●父実

●母悦子

あんよが上手になってお外が

大好きQ

わんばく坊主に急成長中です

肥満に

ついて

日本肥満i学会が採用しているBMl(Body
Mass Index)法で計算してみましょう。

BMI= 
体重（kg)＋身長(m)十身長(m)

太

っ

て

い

て

何

が

悪

い

！

と

ひ

ら

き

な

お

っ

て

い

る

人

は

い

ま

せ

ん

か
？

肥

満

の

人

は

正

常

体

重

の

人

と

比

べ

て

糖

尿

病

で

5

倍

、

高

血

圧

、

心

臓

病

で

3
倍

近

く

の

発

病

率

が

あ

る

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

太

っ

て

い

る

人

は

減

量

し

て

生

活

習

慣

病

の

予

防

を

し

ま

し

ょ

う

。

肥

満

を

予

防

す

る

に

は

、

肥

満

予

防

に

は

食

事

療

法

と

運

動

療

法

が

あ

り

ま

す

。

自

分

自

身

に

打

ち

勝

ち

毎

日

こ

っ

こ

っ

と

努

力

し

つ

づ

け

る

こ

と

で

肥

満

が

予

防

で

き

ま

す

。で

も

口

で

い

う

ほ

ど

易

し

く

は

あ

り

ま

せ

ん

。

家

族

み

ん

な

の

理

解

と

援

助

が

と

て

も

大

切

に

な

り

ま

す

。

ダ

イ

エ

ッ

ト

の

こ

っ

【

10か
条

の

注

意

を

実

行

し

て

く

だ

さ

い

】

①

よ

く

か

ん

で

ゆ

っ

く

り

食

べ

る

（

一

□20回
）

②

言

口

三

食

き

ち

ん

と

食

べ

る

③

満

腹

す

る

ま

で

食

べ

な

い

、

又

寝

B 
鵠□■・・硯料匂
刃退量＇ iIF．硯料お
祝見冨紐9・l
匹一＇ぶ碑 1

る

ま

え

に

は

食

べ

過

ぎ

な

い

④

な

が

ら

食

い

、

イ

ラ

イ

ラ

食

い

を

し

な

い

⑤

揚

げ

も

の

な

ど

油

っ

ぽ

い

物

を

と

り

過

ぎ

な

い

⑥

お

や

つ

や

糖

分

の

多

い

も

の

を

と

り

過

ぎ

な

い

⑦

生

野

菜

緑

黄

色

野

菜

を

多

く

と

る

⑧

食

物

繊

維

の

多

い

も

の

を

多

く

と

る

（

便

秘

予

防

）

⑨

ア

ル

コ

ー

ル

は

高

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

た

め

大

笙

に

飲

ま

な

い

⑩

濃

い

味

付

け

は

さ

け

る

（

食

べ

る

量

が

増

え

る

）

運

動

療

法

の

こ

っ

①

運

動

習

慣

を

身

に

つ

け

る

(

-

日

4
0
0
0
S
8
0
0
0歩
き

ま

し

ょ

う

）

②

身

体

各

部

に

無

理

の

無

い

運

動

で

あ

る

こ

と

③

病

気

の

あ

る

人

は

病

気

を

悪

化

さ

せ

な

い

運

動

で

あ

る

こ

と

（

管

理

栄

養

士

小

沼

ひ

さ

江

）

(l 5) 広報おおあらい 99.8.9 



晨禿豚館の1中｀
"←n- ‘ さ

（
 

アメフラシ
ヌメヌメした体に4本の触角。何やらナメクジを連想させ

るようなこのアメフラシ。これでもれつきとした巻貝の仲

間で、体内に薄い殻を持っ；います。海では、やはりゆっ
工

くりとした動きで岩の上や餌となる海藻の間を這い廻り、 l

年の寿命のうちに全長30cmぐらいにまで成長します。

顔がウシに似ているところから地域ではウミウシとも呼

ばれていますが、昔からアメフラシをいじめると雨が降っ

たり、海がしけになるとの言い伝えからこの名が付いたよ

うです。海水浴などで海に行く機会が多いこの時期、この

生物を見かけてもそーと見守ってあげて下さい。

（
 

編集発行●大洗町役場1BJ長公室 〒311-1392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 合 029(267) 51 l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社

◎※この広報紙は、古紙配合率700％の再生紙を使用しています。

とり．．＂


